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≪概要≫
遺伝学的発現抑制は標的タンパク質の機能解析に非常に有用です。近年利用が急
速に広まっているCRISP–Cas9法等のゲノム編集により作成した、ヒトノックアウト細
胞の利用は私たちの研究を大きく変えようとしています。しかしながら、生育に必須な
因子はノックアウト不可能であり、何らかの方法でコンディショナル発現抑制する必要
がありました。
私たちの研究室では、植物ホルモンオーキシンの作用機序に注目し、オーキシンが
引き起こす分解経路を出芽酵母に移植することでオーキシンデグロン（AID）法を確立
しました(1)。さらに私たちはCRISP–Cas9によるノックインを改良することで、ヒト内在
性遺伝子に対するAIDコンディショナルヒト変異細胞を約3週間で作成する技術を開発
しました(2)。作成したヒト変異細胞では、60-90分で標的因子を分解除去することがで
きます。
本セミナーではオーキシンデグロン技術の開発と染色体生物学への応用を議論した
いと思います。さらに、本技術を応用したDNA複製フォーク人為的破壊実験から明ら
かになった、DNA複製の失敗に対処する新たなバックアップメカニズムを紹介したいと
思います(3)。
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「オーキシンデグロン技術が切り開く
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